修験道の開祖、役行者

日本古来の自然崇拝に、仏教や道教などが習合した修行をともなう山岳信仰の一形態である修験道の開祖とされる、役行者には、数多くの伝説があります。役行者は金峯山寺を創建したとされています。

伝承によると役行者は、奈良県にある、現在の御所という町に生まれました。役行者は幼い頃から家の周囲にある高い山々に惹かれ、修行し、世に知られた呪術者になりました。後年、彼は修行に邁進し、広く国中を旅して回りながらその後の人生を過ごしました。その間、吉野、大峯を含む数々の霊峰に登り、修験道を開きました。 

役行者は、厳しく苛烈な修行を通して、鬼を操る力をはじめとする超自然的な力を得たとされています。役行者の像は、しばしば両脇に二匹の鬼を従えています。これらの前鬼と後鬼という鬼は、役行者によって調伏された後、彼に仕えました。

通常、修験者または山伏と呼ばれる修験道の行者は、山に入って修行することで悟りを追求します。おそらく、最もよく知られている修行は、長い距離を歩く、山に登る、険しい岩場の登り下りなどでしょう。行者たちは、これらの修行を通して修験道の開祖が体得していたような超自然的な力を得て、衆生を救いたいと考えています。




